
２０２２年度 

「実習研究」の実施概要 

創価大学教職大学院 



 

１．本教職大学院における実習 

 

教職大学院においては、学部段階における教育実習をさらに充実・発展し、実践的な指導力

強化のため、学校経営、学級経営、生徒指導、教育課程をはじめ、学校の教育活動全体につい

て総合的に体験し考察する「実習研究Ⅰ・Ⅱ」・「実習研究Ⅲ」を行う。 

学部段階における教育実習は、未だ免許状を持たない学生の実習であるのに対し、教職大学

院における「実習研究Ⅰ・Ⅱ」・「実習研究Ⅲ」は、免許状を有する者による実習である。免許

状を持った者が、担当教員（大学教員）の指導の下、一定期間、計画的・継続的に、研究的視

座をもって連携協力校の学校教育活動を支える一員として参画するものである。 

自己の資質能力を高め学校教育を向上させようとする熱意と意欲ある学生が、連携協力校の

教育活動に参画することにより、当該学校の教育に寄与することを目指すものである。同時に

学生は学校教育活動に関する基礎的な理解の上に、長期間にわたり学校教育活動に参画し、教

科指導や生徒指導、学級経営等の課題や問題に関し、自ら企画・立案した解決策を実験的に体

験・経験することによって、自ら学校における課題に主体的に取り組むことのできる資質能力

を培う。 

「実習研究Ⅰ・Ⅱ」においては、例えば、少人数指導を行う際に教員と共にチームを組んで

あるグループを受け持つとか、 運動会など、学校行事の運営に携わり一つの係りを受け持つと

か、校内研究会に参加し学校の研究主題に基づく研究授業をする等も考えられる。 

現職教員である学生が行う「実習研究Ⅲ」については、学校や他の教育機関において、自ら

の教育実践とは異なる実践を客観的に観察し、体験・参画することにより、自らの実践を相対

化し、その上で教職大学院においてさらに伸ばすべき自らの資質能力の研究・育成を計画する

機会とする。 
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２．実習研究開始までのスケジュール 

 

以下の予定を基本にして、実習内容、実施方法、計画等について、各連携協力校と教職大学

院との間で打ち合わせを行う。なお、実習研究Ⅲについては、それぞれの学生の実習内容に応

じて計画を作成し、実施する。 

 

12～２月 ［連携協力校の調整］ 

・ 学生が希望する学校種・教科に応じた連携協力校の選定・調整が行われる。 

 

２～３月 ［連携協力校への派遣学生決定］ 

・ 学生の配置先が決定し、各連携協力校への連絡が行われる。 

 

４～５月 ［学生の実践研究課題の明確化］ 

・ 学生は各自の研究計画をふまえて、課題を明確にする。課題として複数のテーマを選

択・設定することは可能。 

 

５～６月 ［連携協力校訪問Ⅰ］ 

・ 各連携協力校へ、担当する大学教員と学生が訪問し、方針の確認等を行う。 

具体的には、実習が円滑に推進されるために必要な、学校運営方針やカリキュラムの特

性など、当該校の概要、実習での役割と責任、実習方針など、実習に関わる内容につい

て共通理解を図る。 

 

６月 ［連携協力校訪問Ⅱ］ 

・ 各連携協力校へ、学生（並びに必要に応じて担当する大学教員）が訪問し、実習運営の

円滑な推進と管理を行うための実習に関わる計画について打ち合わせを行う。 

 

７月 ［連携協力校訪問Ⅲ］ 

・ 各連携協力校へ、学生（並びに必要に応じて担当する大学教員）が訪問し、実習運営の

円滑な推進と管理を行うための実習に関わる計画について最終的な打ち合わせを行う。 

・ 状況に応じて、実習生が更に事前訪問を行い、必要な打ち合わせを行う。 
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３．実習研究の方法  

 

以下の四つの方法を基本に実習を遂行する。 

【実践観察】  

・ 観察の目的・方法（児童生徒等の観察の意義や目的、方法を会得する） 

・ 個人観察（児童生徒等個人に着目し観察する）、全体観察（クラスや学年全体に着目し

観察する） 

・ 観察課題（授業観察、学級観察、部活動等課外活動観察、学習環境観察、生徒指導等学

校教育活動の全体の観察・理解） 

・ 実習校の教育課程について理解 

 

【実践参加】 

 ・  授業等補助としての授業参加を中心とした実践参加 

 

【学校実習】 

・ 児童・生徒の状況に即した学習指導案や教材を作成 

・ 授業の実践 

・ 評価の実施とその活用 

・ 学級経営の実践 

・ 校務の担当 

・ 生徒指導に関する内容、校外活動・部活動等、教育課程外活動等への参画 

・ メンター 

 ＊部活動への参画については大学の担当教員との十分な連携のもと以下に留意する。 

  １参加の希望（意思）があること 

２連携実習校の管理職・担当教員ならびに大学の担当教員が承知していること 

３過度な負担とならないこと（例えば土日連続では参加しない） 

 

【ポートフォリオの作成】 

 以下を任意のファイルに時系列に綴じ、実習研究終了後担当大学教員の確認・承認を受け、

担当大学教員に提出する。 

・ 実習目標、研究課題 

・ 実習記録（巻末資料参照） 

・ 学習指導案、観察・参加記録、各種作成物・資料等 

・ 実習の振り返り（実習目標・研究課題に関する分析、まとめ） 

・ 今後の課題（資質向上のための弱点の補強、得意分野の伸長等） 

・ 実習研究Ⅲ報告書（人間教育実践リーダーコース） 

 ＊担当大学教員は共同研究室の所定の場所に保管する。 
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４．「学校等における実習」の「領域・到達目標」 

（人間教育プロフェッショナルコース：ストレートマスター） 

 

以下の内容（東京都教育委員会が令和 3年 3月に示した「学校における実習」の「共通に設

定する領域・到達目標」）をふまえて、「実習研究Ⅰ」（9～12月）では、教員としての基本的な

資質の獲得と向上のための取り組みを中心に行い、「実習研究Ⅱ」（1～2 月）では「実習研究

Ⅰ」で得た成果をさらに実りのあるものとすると共に、実習を振り返って得られた自己の課題

の解決に向けた取り組みを行う。なお、多様な方法を計画的に活用し、実践観察だけに終始し

ないようにする。 

※ストレートマスターの「学校における実習」は、学部段階における実習で学んだ学校教育 

活動に関する基礎的な理解の上に、長期間にわたり、教科指導や生徒指導、学級経営等の 

課題や問題に関し自ら企画・立案した解決策を実験的に体験・経験することにより、自ら 

学校における課題に主体的に取り組むことができるようにすること。 

※ストレートマスターの「学校における実習」については、大学教員の指導のもと、東京都教

育委員会が示した「東京都教職課程カリキュラム」の教育実習の指導内容を踏まえ、高度専

門職業人としての教員に求められる高度な実践力・応用力を育成する。 

 

 

領域① 教育課程に関する総合的な実習 
 

 

 

 

●内容 (育成すべき資質・能力) 

○実習校の教育課程が、地域や学校の実態及び児童・生徒の心身の発達段階や特性を十分に考

慮して、適切に編成・実施されていることを理解することができる。 

領域② 教科等の指導に関する総合的な実習 

(１) 授業観察の実際 

 

 

 
到達目標 

教育課程編成について教職大学院で学習したことを基に、実習校の教育課程につい

て理解することができる。 

 
到達目標 指導技術や児童・生徒理解等について理解と習得を図り、自己の授業実践で活用す

ることができる。 
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●内容（育成すべき資質・能力） 

○効果的な指導技術（発問、指示、説明、板書、資料提示等）や指導形態（個別、グループ、

一斉、少人数等）について調査・分析を行うことができる。 

○児童・生徒理解及び学級集団の指導方法について授業を参観し、課題や改善点についてレポ

ートにまとめることができる。 

(２) 学習指導の実際 

 

 

●内容（育成すべき資質・能力） 

○担当する教科の学習指導案及び教材を作成し、指導方法等を工夫して、各教科等のねらいを

達成する授業を実施することができる。(複数学年) 

○実習校の校種に応じて、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動等

の学習指導案及び教材を作成し、授業を実践することができる。 

○少人数指導、習熟度別指導等、教師の協力的な指導についての実施計画、指導計画を作成し、

授業を実施することができる。(１教科を取り上げ、１単元程度を実施したり、実習期間中、

担当者の一人として指導体制に加わったりする) 

○ＩＣＴ機器の活用を意図した授業を実施することができる。 

○学校や地域の特性を生かした教材を開発し、授業を実施することができる。 

(３) 学習の評価 

 

 
●内容（育成すべき資質・能力） 

○複数の教科もしくは学年において、評価計画(学習前の実態把握、学習中の評価と評価に基

づく指導、学習後の総括的評価)を作成し、実施することができる。 

○授業実践とあわせ、評価問題（単元テスト等）を作成し、実施することができる。 

 

領域③ 生徒指導、教育相談等に関する総合的な実習 

(１) 生徒指導 

 

 

 
 

到達目標 
児童・生徒の状況に応じた学習指導案や教材を作成し、明確なねらいをもった授業

を適切に実施することができる。 
 

 
到達目標 指導と一体化した評価の在り方についての理解を深め、適切に評価の実施とその活

用を行うことができる。 

 
到達目標 児童・生徒の問題行動への対応について、校内の組織的な対応の仕方を理解し、主

体的かつ適切に実施することができる。 

-5-



 

●内容（育成すべき資質・能力） 

○学級・学年で発生した問題行動に対する学校及び学年間での組織的な対応を理解することが

できる。 

○生活指導に関する分掌の一部を担当し、関係諸機関と連携したセーフティ教室等の企画・調

整・実施を行うことができる。 

(２) 教育相談 

 

 
●内容（育成すべき資質・能力） 

○校内における教育相談に関するケース会議等に参加し、児童・生徒の教育相談の実際につい

て理解を深めることができる。 

(３) 特別活動 

 

 
 

●内容（育成すべき資質・能力） 

○特別活動の内容構成を理解し、学級活動・ホームルーム活動、児童会活動・生徒会活動、ク

ラブ活動、学校行事等の実施に関わって、児童・生徒の活動の援助を行うことができる。 

○特別活動が学校教育全体で行うキャリア教育の要としての役割を担うことについて、理解を

深めることができる。 

○保護者等が参加する学校行事の実施に関わって、担当者として参加し、企画・調整を行うこ

とができる。 

(４) 特別支援教育 

 

 
●内容（育成すべき資質・能力） 

○特別支援教育に関する校内委員会に参加するとともに、特別な支援を必要とする児童・生徒

に対して、他の教員と協力して一人一人の教育ニーズに応じた必要な支援を行うことができ

る。 

○特別な支援を必要とする児童・生徒の「学校生活支援シート」(東京都)(国においては「個 

別の教育支援計画」という。)、「個別指導計画」(東京都)(国においては「個別の指導計画」 

 
到達目標 児童・生徒への教育相談について、校内の組織的な対応の仕方を理解し、主体的か

つ適切に実施することができる。 

 
到達目標 学級活動・ホームルーム活動や児童会活動・生徒会活動、クラブ活動、学校行事等

について、担当者として企画・調整・実施に当たれる程度に、理解と習得を図るこ

とができる。 

 
到達目標 特別な支援を必要とする児童・生徒への支援等について、校内の組織的な体制のも

と、主体的かつ適切に実施することができる。 
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という。)を作成することができる。 

 

領域④ 学級経営・学校経営に関する総合的な実習 

(１) 学級経営 

 

 
●内容（育成すべき資質・能力） 

○担当する学級の学級経営案を作成することができる。 

○学級の組織づくり・学級環境の整備等に関する理解を深めることができる。 

○学年会に参加し、協力して教育活動を行うことができる。(学習に関する進度調整や、学年で

協力した教育活動の実施) 

○保護者との対応を行うことができる。(保護者会の企画、資料作成等の準備、実施) 

○学級通信等を作成することができる。 

(２) 学校経営 

 

 

●内容（育成すべき資質・能力） 

○管理職からの講話等により、校長の学校経営を理解することができる。 

○管理職、主幹教諭、指導教諭及主任教諭の役割、学校組織、危機管理体制の在り方等について

理解することができる。 

○学校の安全計画に基づき、避難訓練や安全指導に参加したり、計画・実施したりする中で、

課題を分析することができる。 

○実習校における校務分掌に基づき、職務を実施することができる。 

○学校公開週間等の企画、資料作成の準備に参加することができる。 

○学校運営協議会等の企画・調整等、運営の仕方を知り、理解を深めることができる。 

 

領域⑤ 学校教育と教員の在り方に関する総合的な実習 

 

 

 

●内容（育成すべき資質・能力） 

 
到達目標 担任として、学級経営の重要性を理解し、安定的に学級を経営したり、保護者との

信頼関係を築いたりできる程度に学級経営の能力を身に付けることができる。 

 
 

到達目標 
校長の学校経営方針について理解するとともに、学校の組織や協力体制等を理解し、

学校組織の一員として、適切に校務を分担し、遂行できる程度に理解と習得を図る

ことができる。 

 
到達目標 他の教員と協力して、学校教育の充実・改善のために職務を遂行できる程度に自己

の能力を高めることができる。 
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○児童・生徒、保護者、地域住民、同僚等と適切にコミュニケーションを保ち、服務規律に基

づいて適切に行動することができる。 

○職員会議や校内研修会等に参加し、校長の学校経営方針を具現化するための学校の新たな取

組に対して理解を深めるとともに、他の教員と協力して学校の教育活動を行うことができる。 

○校長の学校経営方針に基づき、自己の実習の目標を設定し、実習の成果と課題を明らかにす

ることができる。 

○実習校の授業改善プランや実習に基づく自己の｢授業力｣の課題を基に、授業改善に資する資

料等を作成し、自己の能力を高めることができる。 
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５．２０２２年度 「実習研究Ⅲ」の内容と方法 

（人間教育実践リーダーコース：現職教員、管理職候補者） 

 
「実習研究Ⅲ」の実習期間は、下記のＡ・Ｂ・Ｃを合わせて２０日間以上とする。事前に教職

大学院実習研究担当教員と話し合い勤務校、キャリア（プラン）、研究テーマ等に応じた実習研

究計画を作成し実施する。 
実習研究終了後、「実習研究Ⅲ報告書」を提出する。 

 
Ａ．勤務校での研修 

東京都教育委員会からの派遣については、月２回程度の勤務校・所属校での実習を義務づけ

る。なお、創価学園からの派遣については、創価教育センターでの実習とする。実習の内容は

以下の通りとする。 
① 月 2 回程度の所属校等における研究  
・授業観察、授業実践、校務運営等を通じた実践的な研究 
② 学校や教育委員会等における現地調査(フィールドワーク)  

 ・学校や区市町村教育委員会の教育課題解決に向けた実証的な研究 
③ 東京都教職員研修センター及び区市町村教育委員会等での実務実習(5 日程度)  
・長期休業期間等を利用し、東京都教職員研修センターにおける教員研修に係る運営や補助等 

 ・区市町村教育委員会における教育行政の実務等 
 
Ｂ．勤務校以外での研修 

勤務校以外での実習の内容は以下の通りとする。 
・人間教育プロフェッショナルコースの連携協力校での「実習研究Ⅰ・Ⅱ」におけるメンターと

しての実習。 
・上記A の実習の内容 
 
Ｃ．研究会等の自主的研修 

各地の学校や教育委員会による研究会、教育関係の学会、教育関連の施設訪問など、自主的

な研修を行った場合は、そのことが分かる記録や書類を提出する。 

 
※各授業科目で行った研修・実習は「実習研究Ⅲ」には該当しないので留意すること。。 
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○
授
業
観
察
（
効
果
的
な
指
導
技
術
や
指
導
形
態
の
調
査
・
分
析
）
／
授
業
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
理
解
及

び
学

級
集

団
の
指

導
方

法
に
つ

い
て
の
把

握
○
担
当
す
る
教
科
の
学
習
指
導
案
、
教
材
の
作
成
と
授
業
の
実
施

○
少
人
数
指
導
、
習
熟
度
別
指

導
等
、
教
師
の
協
力
的
な
指
導
に
つ
い
て
の
実
施
計
画
、
指
導
計
画
の
作
成

と
授

業
実

践
○
道
徳
、
外
国
語
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
の
学
習
指
導
案
、
教
材
の
作
成
と
授
業
の
実

践
○
ＩＣ

Ｔ
機
器
の
活
用
を
意
図
し
た
授
業
の
実
施
／
学
校
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
材
を
開
発
し
授

業
実

践
に
生

か
す

○
研
究
授
業
と
し
て
、
授
業
の
実

践
と
あ
わ
せ
て
評
価
の
計
画
を
作
成
し
実
施
す
る
／
実
習
校
の
授
業
改
善

プ
ラ
ン
や

実
習

に
基

づ
く
自

己
の
「
授

業
力

」
の
課

題
を
基

に
授

業
改

善
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

○
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
の
意
義
を
踏
ま
え
、
一
つ
の
委
員
会
の
担
当
者
と
し
て
児
童
・
生
徒
の
活
動
を
支
援

す
る

○
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
校
内
委
員
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生

徒
に
対

し
他

の
教

員
と
協

力
し
て
支

援
を
行

う
○
生
活
指
導
に
関
す
る
分
掌
の
一
部
を
担
当
し
、
関
連
諸
機
関
と
連
携
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
等
の
企
画

・
調

整
・
実

施
に
取

り
組

む
○
保
護
者
等
が
参
加
す
る
学
校
行
事
の
実
施
に
か
か
わ
っ
て
担
当
者
と
し
て
参
加
し
、
企
画
・
調
整
・
実
施

に
取

り
組

む
○
校
内
に
お
け
る
教
育
相
談
体
制
の
一
部
を
担
当
し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
連
携
し
て
児
童
・
生
徒

の
教

育
相

談
の
実

際
に
つ

い
て
理

解
を
深

め
る

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
校
内

委
員
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
他
の
教
員
と
協
力
し
計
画
を
立
て
実
践
に
取

り
組

む

○
配
属
学
級
の
学
級
経
営
案
の
理
解
／
管
理
職
や
主
幹
の
役
割
や
学
校
組
織
、
危
機
管
理
体
制
の
在
り
方

に
関

す
る
理

解
○
学
年
会
へ
の
参
加
と
学
年
内

で
の
協
力
／
学
校
の
安
全
計
画
に
基
づ
く
避
難
訓
練
や
安
全
指
導
の
計

画
・
実

施
○
学
級
通
信
等
の
作
成
／
自
己

の
校
務
分
掌
に
基
づ
く
職
務
の
実
施

○
保
護
者
と
の
対
応
／
学
校
公

開
週
間
や
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
の
企
画
、
資
料
作
成
等
の
準
備
・
実

施
○
自
己
の
校
務
分
掌
に
基
づ
く
職
務
の
実
施

○
学
校
運
営
協
議
会
等
の
企
画

・
調
整
・
実
施
へ
の
参
加

○
学
校
長
の
経
営
方
針
に
基
づ
き
、
実
習
に
お
け
る
自
己
の
目
標
の
作
成

○
校
内
研
修
会
等
へ
の
参
加

○
実
習
の
成
果
と
課
題
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

期
間

と
日

数

連
携

協
力

校
と
相

談
の

う
え
、
週

４
日

（
水

曜
日

を
除

く
）
実

習
を
１
０
週

計
画

す
る
。

（
例

：
９
月

５
日

（
月

）
の

週
か

ら
１
０
月

７
日

（
金

）
の

週
ま
で
の

５
週

間
、
１
０
月

２
４
日

（
月

）
の

週
か

ら
１
１
月

２
５
日

（
金

）
の

週
ま
で
の

５
週

間
の

計
１
０
週

）

２
０
２
２
年

９
月

か
ら
２
０
２
２
年

１
２
月

ま
で
の

約
４
０
日

間

日
程

の
組

み
方

共
通

５
領

域
主

な
実

習
の

内
容

教
科

等
の

指
導

に
関

す
る
領

域

教
育

課
程

に
関

す
る

領
域

学
校

教
育

と
教

員
の

在
り
方

に
関

す
る
領

域学
級

経
営

、
学

校
経

営
に
関

す
る
領

域

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
に
関

す
る
領

域

○
実
習
校
の
教
育
課
程
の
理
解

○
週
ご
と
の
指
導
計
画
の
作
成

及
び
授
業
時
数
な
ど
の
教
育
課
程
の
管
理

○
実
習
校
の
教
育
課
程
を
評
価
す
る
活
動
に
参
加
す
る

【
実

習
研

究
Ⅰ

（
７
単

位
）
】
＜

１
年

次
　
２
０
２
２
年

９
月

～
２
０
２
２
年

１
２
月

　
約

４
０
日

間
＞

　
人

間
教

育
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

コ
ー
ス
　

-10-



教
育

課
程

に
関

す
る

総
合

的
な
実

習

教
科

等
の

指
導

に
関

す
る
総

合
的

な
実

習

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
等

に
関

す
る
総

合
的

な
実

習

期
間

と
日

数

日
程

の
組

み
方

共
通

領
域

履
修

方
法

【
実

習
研

究
Ⅱ

（
３
単

位
）
】
＜

１
年

次
　
２
０
２
３
年

１
月

～
２
０
２
３
年

２
月

　
約

２
０
日

間
＞

　
人

間
教

育
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

コ
ー
ス
　

２
０
２
３
年

１
月

か
ら
２
０
２
３
年

２
月

ま
で
の

約
２
０
日

間

連
携

協
力

校
と
相

談
の

う
え
、
週

４
日

（
水

曜
日

を
除

く
）
実

習
を
５
週

計
画

す
る
。

（
例

：
（
例

：
１
月

９
日

（
月

）
の

週
か

ら
２
月

１
０
日

（
金

）
の

週
ま
で
の

５
週

間
な
ど
）

主
な
実

習
の

内
容

○
週
ご
と
の
指

導
計
画
の
作
成
及
び
授
業
時
数
な
ど
の
教
育
課
程
の
管
理

○
実
習
校
の
教
育
課
程
を
評

価
す
る
活
動
に
参
加
す
る
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿

○
「
実
習
研
究
Ⅰ
」
と
異

な
る
学
年
か
教
科
等
に
お
い
て
、
児
童
の
学
習
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
明

確
な
ね
ら
い
を
持
っ
た
授
業
を
実
施
す
る

○
「
実
習
研
究
Ⅰ
」
と
異

な
る
学
年
か
教
科
等
に
お
い
て
、
研
究
授
業
と
し
て
、
授
業
の
実
践
と
あ
わ
せ
評
価
の
計
画
を
作
成
し
実
施
す
る
／
実
習
校
の
授
業
改
善
プ
ラ

ン
や

実
習
に
基
づ
く
自

己
の
「
授
業
力
」
の
課
題
を
基
に
授
業
改
善
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

○
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
校
内
委
員
会
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
他
の
教
員
と
協
力
し
支
援
を
行
う

○
「
実
習
研
究
Ⅰ
」
と
異

な
る
学
年
に
お
い
て
、
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
の
一
つ
の
委
員
会
の
担

当
者
と
し
て
児
童
の
活
動
を
支
援
す
る

○
保
護
者
等
が
参
加
す
る
学
校
行
事
の
実
施
に
か
か
わ
っ
て
担
当
者
と
し
て
参
加
し
、
企
画
・
調

整
・
実
施
に
取
り
組
む

○
配
属
学
級
の
学
級
経
営
案
の
理
解
／
学
年
会
へ
の
参
加
と
学
年
内
で
の
協
力

○
保
護
者
と
の
対

応
○
自
己
の
校
務
分
掌
に
基
づ
く
職
務
の
実
施

○
校
内
研
修
会
等
へ
の
参
加

○
実
習
の
成
果
と
課

題
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

【
実

習
研

究
Ⅲ

（
３
単

位
）
】
＜

１
年

次
　
２
０
２
２
年

度
間

　
２
０
日

以
上

＞
　
人

間
教

育
実

践
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
　

以
下

の
中

か
ら
各

自
必

要
に
応

じ
て
2
0
日

間
以

上
の

実
習

。
報

告
書

を
提

出
す
る
。

○
所
属
校
等
に
お
け
る
実

習
◯
創
価
学
園
か
ら
の
派

遣
学
生
に
つ
い
て
は
創
価
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
実
習

◯
連
携
協
力
校
等
で
の
「
実

習
研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
お
い
て
、
実
習
生
の
メ
ン
タ
ー
と
し
て
の
実
習

○
勤
務
校
以
外
で
の
研

究
会
等
の
自
主
的
研
修

学
級

経
営

・
学

校
経

営
に
関

す
る
総

合
的

な
実

習

学
校

教
育

と
教

員
の

在
り
方

に
関

す
る
総

合
的

な
実

習
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実
習

記
録
 
◯
◯
 
◯
◯
 
実
習
 
◯
週
目
（
人
間
教

育
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
）

 
  

内
容

 
指

 導
 者

 
0.

  
1.

 
 

2.
  

 
3.

  
4.

  
 

5.
  

 
6．

  
 

 

実
習
の
詳
細

 
 

 
 

 
 

 
 

 
分

析
・
考
察
 

 
   

内
容

 
指

 導
 者

 
0.

 
1.

  
2.

 
3.

  
 

4.
  

 
5.

  
 

6．
  

 
 

実
習
の
詳
細

 
 

 
 

 
 

 
 

 
分

析
・
考
察
 

 
  

内
容

 
指

 導
 者

 
0.

 
1.

 
2.

 
3.

 
4.

 
5.

 
6.

 
 

実
習
の
詳
細

 
 

 
 

 
 

 
 

 
分

析
・
考
察

 
  

内
容

 
指

 導
 者

 
0.

 
1.

 
2.

 
3.

 
4.

 
5.

 
6.

 
 

実
習
の
詳
細

 
 

 
 

 
 

 
 

 
分

析
・
考
察

 
 実

習
校
担
当
者
か
ら

 
  大

学
担
当
者
か
ら
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実
習

記
録
 
◯
◯
 
◯
◯
 
実
習
１
週
目
（
人
間
教
育
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
）

 
9/

5 
月

 
内
容

 
指

 導
 者

 
0.

 朝
会
 

 
1.

 
2.

 
3.

 
4.
ア
レ
ル
ギ
ー

研

修
 

 
 

 

実
習
の
詳
細

 
 

 
 

 
 

 
 

 
分

析
・
考
察
 
始
業
式
前
日
の
忙
し
い
空
気
を
感
じ
た
。
直
前
に
な
っ
て
分
か
る
こ
と
や
教
室
の
準
備
な
ど
、
や
る
こ

と
が
と
て
も
多
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
準
備
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
た
。

 
9/

6 
火

 
内
容

 
指

 導
 者

 
0
始

業
式

 
全
校

 
１
始
業
式
・
道
徳
 

4-
3○

○
先
生

 
2.
国
語
（
観
）

 
4-

3○
○
先
生

 
3.
学
活
（
参
）

 
4-

3○
○
先
生

 
4.
行
事
（
参
）

 
4-

3○
○
先

生
 

 
校
庭
の
整
備

 
 

実
習
の
詳
細

 
 

自
己
紹
介
な
ど

 
提
出
物
等

 
学
級
遊
び

 
2
学
期
の

目
 

標
 

 
 

 

分
析
・
考
察
 
初
め

て
4-

3
の
児
童
と
対
面
し
た
。
ま
だ
ま
だ
顔
と
名
前
が
一
致
し
な
い
が
、
早
く
覚
え
て
距
離
を
縮
め

た
い
。
運
動
会
に
向
け
て
の
準
備
が
大
変
多
く
、
教
職
員
一
体
と

な
っ
て
行
事
に
向
か
っ
て
い
っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
っ
た
。

 
9/

8 
木

 
内
容

 
指

 導
 者

 
0
ゲ

ー
ム

集
会

 
縦
割
り
学
年

 
1.
講
話

 
校
長
・
副
校
長

 
2.
講
話

 
○
○
・
○
○
先
生

 
3.
総
合
（
観
）

 
4-

3○
○
先
生

 
4.
国
語
（
観
）

 
4-

3○
○
先

生
 

5.
国
語

(観
) 

4-
3○

○
先
生

 
6.
国
語

(観
) 

4-
3○

○
先
生

 
 

実
習
の
詳
細

 
 

実
習
の
心
得

 
食
育
・
特
別
活
動

 
夏

休
み
自

慢
大
会

 
漢
字
・
詩

 
習
字

 
習
字

 
 

分
析
・
考
察
 
諸
先
生
方
の
講
話
に
よ
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
授
業
技
術
も
大
切
で
あ
る
が
、
物
理
的

に
子
ど
も
た
ち
を
迎
え
る
準
備
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
ク
ラ
ス
で
の
授
業
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
児
童
と
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
授
業
で
は
児
童
へ
の
気
の
配
り
方
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

 

9/
9 

金
 

内
容

 
指

 導
 者

 
0
朝

読
書

 
4-

3○
○
先
生

 
1
国
語
（
観
）

 
4-

3○
○
先
生

 
2
理
科
（
観
）

 
4-

3○
○
先
生

 
3
算
数
（
参
）

 
少

人
数
○

○
先
生

 
4.
体
育
（
参
）

 
4-

3.
4○

○
先
生

 
5.
学
活
（
観
）

 
4-

3○
○
先
生

 
6.
ク
ラ
ブ

 
○
○
先
生

 
新
任
採
用
研
修

 
○
○
先
生

 

実
習
の
詳
細

 
 

漢
字

50
問
試
験

 
と

じ
こ
め

た
空
気

 
ひ

し
形
の

描
き
方

 
50

ｍ
走
タ
イ
ム

 
席
替
え
・
班
役
割

 
チ
ー
ム
決
め
等

 
運

動
会

の
意

義
等

 
分

析
・
考
察
 
理
科
で
は
、
実
験
や
結
果
に
つ
い
て
の
予
想
な
ど
を
児
童
は
楽
し
そ
う
に
行
っ
て
い
た
が
、
思
考
が
深

ま
っ
て
い
た
児
童
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ
た
。
思
考
を
深
め
る
に
は

ど
の
よ
う
な
発
問
が
よ
い
だ
ろ
う
か
。
算
数
で
は

、
不
得
意
な
児
童
が
集
ま
っ
た
ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
問
題
が
解
け
た
と
き
の
喜
び
よ
う
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

 
実

習
校
担
当
者
か
ら

 
指
導
教
員
が
い

な
い

時
に

学
年

会
に
参
加
し
、
メ
モ

を
し
っ
か
り
残
し
て
く
れ
た
。
大

変
助
か
っ
た
。
今
後
も
学
年
の
先
生
を
支
え
ら
れ
る
教
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

児
童
の
名
前
を
２
日

で
覚
え
て
き
て
努
力
が
見
え
た
。
そ
の
為
、
児
童
と
の
距
離
も
す
ぐ
に
縮
ま
っ
た
。
休
み
時
間
も
よ
く
遊
ん
で
い
た
。
校
長
・
副
校
長
先
生
の
話
は
、
今
後
必
ず
思
い

当
た
る
場
面
が
増
え

て
く
る
。
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
。

 
大

学
担
当
者
か
ら
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人間教育実践リーダーコース 

2022年度「実習研究Ⅲ報告書」 

                              学籍番号（           ） 

  氏  名（            ） 

 

１． 所属校（実習校）【                           】 

 

２．所属校での実習 【   】日間  

  日  時 場  所 実習内容 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    
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３．勤務校以外での研修（公務）【   】日間 

  日  時 場  所 実習内容 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    
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4. 研修会等（自主）  【   】日間  

  日  時 場  所 実習内容 

1    

2    

3    

4    

5    

6    

7    

8    

9    

10    

11    

12    

13    

 

                            実習研究日数合計 

                            【   】日間  

                      （  月 日現在）                           
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月/日 月/日 月/日 月/日 月/日

（曜日） （曜日） （曜日） （曜日） （曜日）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

/ / / / /

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

2018年度
創価大学教職大学院　実習研究　出勤簿

学校名

学校長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

上記の通りであることを証明する。

　　　　　　年　　　月　　　日

印印印印印

氏名

　　　　　　　　　　立

　　　　　　　　　　　学校

（自）　　　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）

（至）　　　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　）

所属

実習校

教職研究科 学籍番号

実習期間
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連携協力校 御中 

 

 

「実習研究」の評価等についてのお願い 

 

 本教職大学院の実習生を受け入れていただき、誠にありがとうございます。 

教職大学院の授業科目としての「実習研究」は、ⅠとⅡを別々の科目として実施しており

ます。つきましては、以下の要領にて「実習研究Ⅰ」「実習研究Ⅱ」それぞれの評価をお願

いいたします。 

 

１ 評価の考え方 

  「実習研究Ⅰ」 

・9月から 12月までの約 40日間についての評価です。したがって「実習研究」全日

程の途中段階の評価となります。 

・実習研究の取り組み状況の評価として、下記の三つの評価の観点について所見によ

る評価をお願いいたします。 

    
「実習研究Ⅱ」 

・「実習研究」全日程を通しての総括的な評価です。「実習研究Ⅰ」の評価同様、三つ

の観点について所見による評価をお願いいたします。 

  

２ 評価の観点 

①教員としての資質能力の形成について （教員としての資質能力の向上につながる                    

実習となっていたか。） 

  ②実習校の教育への寄与について （貴校の教育に寄与する実習となっていたか。） 

  ③研究課題と実習研究に関して （本人の問題関心につながる実習ができていたか。） 

   

３ 提出期日  

「実習研究Ⅰ」評価表  令和 ５ 年 １ 月  ６ 日（金） 

     「実習研究Ⅱ」評価表  令和 ５ 年 ３ 月  ３ 日（金） 

 

４ 提出方法 

    郵送（返信封筒をご使用下さい）、または大学教員への手渡しでお願いいたします。 

 

 

創価大学教職大学院 

                         TEL：042-691-9494 

                         Mail：kyoshoku-d@soka.ac.jp 
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創価大学教職大学院                                 

 令和４年度 実習研究状況報告書（Ⅰ・Ⅱ） ※Ⅰ･Ⅱのいずれかに○ 

実   習   校   名  校  長  氏  名 ・ 印 

 

             立               学 校 

                      

                     ㊞ 

コース 人間教育プロフェッショナルコース 学    生    氏    名 

学籍番号   

実  習  期  間  出  席  日  数     

（開始） 令和   年   月   日  

（終了） 令和   年   月   日 

 

日 間 

 

① 教員としての資質能力の形成について （教員としての資質能力の向上につながる実習となっていたか。） 

所    見 

 

 

 

 

 

② 実習校の教育への寄与について （貴校の教育に寄与する実習となっていたか。） 

所    見 

 

 

 

 

 

③ 研究課題と実習研究に関して （本人の問題関心につながる実習ができていたか。） 

所    見 
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	6.実習研究出勤簿202003
	出勤簿

	7.「実習研究Ⅰ・Ⅱ」の評価等についてのお願い（鏡文）
	8.実習状況報告書（2022年度版）
	空白ページ



